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狛
江
市
議
会
は
１
９
８
２
年
６
月
、

狛
江
市
平
和
都
市
宣
言
を
全
会
一
致

で
採
択
し
ま
し
た
。

　　

宣
言
で
は
「
わ
れ
わ
れ
狛
江
市
民

は
『
日
本
国
憲
法
』
の
前
文
と
世
界

の
恒
久
平
和
を
達
成
す
る
と
い
う
精

神
お
よ
び
第
９
条
に
記
さ
れ
た
『
戦

争
の
放
棄
、
交
戦
権
の
否
認
』
を
、

狛
江
市
お
よ
び
狛
江
市
民
の
行
動
原

理
と
し
て
高
く
掲
げ
た
い
と
思
う
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
非
核
三
原

則
を
守
り
、
狛
江
市
お
よ
び
狛
江
市

民
は
、
各
平
和
宣
言
都
市
と
手
を
結

び
、
核
兵
器
完
全
禁
止
・
軍
縮
、
全

世
界
の
非
核
武
装
化
に
む
け
て
努
力

す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　　

日
本
と
世
界
の
動
き
の
中
で
今
、

こ
の
狛
江
市
平
和
都
市
宣
言
は
、
ま

す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
核
兵

器
で
世
界
を
脅
す
中
で
、
安
倍
元
首

相
や
日
本
維
新
の
会
な
ど
が
核
兵
器

共
有
（
ア
メ
リ
カ
が
同
盟
国
の
米
軍

基
地
に
核
兵
器
を
置
き
、
共
同
で
核

兵
器
を
管
理
・
運
用
す
る
こ
と
）
に

つ
い
て
議
論
す
べ
き
だ
な
ど
と
主
張
し

て
い
ま
す
。
核
兵
器
共
有
が
実
施
さ

れ
れ
ば
、
日
本
の
米
軍
基
地
に
核
兵

器
が
常
時
配
備
さ
れ
、
有
事
に
は
日

本
も
米
軍
と
と
も
に
核
兵
器
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
で
20

万
人
以
上
の
人
々
の
命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。
唯
一
核
兵
器
の

被
害
を
経
験
し
た
被

爆
国
日
本
が
、
自
ら
の

手
で
他
国
の
人
々
を
核

兵
器
で
攻
撃
す
る
な
ど

あ
り
え
ま
せ
ん
（
次
の

頁
に
つ
づ
く
）。
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（
前
頁
か
ら
の
つ
づ
き
）

　　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
発
言
に
よ
っ
て
、

「
核
兵
器
に
よ
っ
て
平
和
が
保
た
れ
る
」

と
い
う
核
抑
止
力
論
は
成
り
立
た
な
い

こ
と
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
核
兵
器
の
全
面
禁
止
廃
絶
こ
そ
核

戦
争
を
防
止
す
る
唯
一
の
道
で
す
。

　　

核
兵
器
使
用
の
危
機
が
高
ま
っ
て
い

る
い
ま
、
大
事
な
こ
と
は
、
日
本
政
府

が
速
や
か
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名

し
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
実
現
へ
、

主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
す
。

　　

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
被
爆
者
を

中
心
と
す
る
長
年
の
運
動
に
よ
り
、
２

０
１
７
年
７
月
７
日
、「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
が
国
連
加
盟
国
の
７
割
を
超
え
る

１
２
２
か
国
の
賛
成
に
よ
り
採
択
さ
れ
、

多
く
の
国
々
が
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て

明
確
な
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
こ
の
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す

る
国
が
50
ヶ
国
を
超

え
、
核
兵
器
禁
止

条
約
は
昨
年
１
月
22

日
に
発
効
、
国
際

法
と
し
て
の
効
力
を

力
を
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　　
３
月
23
日
現
在
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
署
名
し
た
国
と
地
域
は
86
、
批
准

し
た
国
と
地
域
は
60
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

本
政
府
は
、
こ
の
核
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名
も
批
准
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
多
く

の
被
爆
者
が
「
日
本
政
府
は
一
日
も
早

く
署
名
、
批
准
し
て
欲
し
い
」
と
求
め

て
い
ま
す
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択

に
奮
闘
し
た
カ
ナ
ダ
在
住
の
被
爆
者
、

サ
ー
ロ
節
子
さ
ん
は
岸
田
首
相
に
手
紙

を
送
り
「
被
爆
国
日
本
の
行
動
が
鍵

を
握
っ
て
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の

目
標
実
現
に
日
本
は
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
立
場
を
表
明
し
て
下
さ
い
」
と
求
め

て
い
ま
す
。

　　

宮
坂
良
子
議
員
は

「
ぜ
ひ
平
和
都
市
宣
言
を

行
な
っ
て
い
る
狛
江
市
と

し
て
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
署
名
批
准
す
る
よ

う
政
府
に
働
き
か
け
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
質
問
。

市
長
は
「
政
府
が
こ
の

条
約
に
賛
同
し
な
い
こ

と
は
国
レ
ベ
ル
の
判
断
と

推
察
し
て
い
る
」
な
ど
と

答
え
政
府
へ
の
働
き
か
け

を
行
な
う
姿
勢
は
示
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

狛江市平和都市宣言に基づき

核兵器禁止条約への参加  政府に要請を

市
長

「国
レ
ベ
ル
の
政
治
判
断
」

ー
政
府
へ
の
働
き
か
け
の
姿
勢
示
さ
ず

宮
坂
良
子
議
員
が
質
問

世界の核兵器 （弾頭数）

＊２０２１年１月現在、 合計 13,080発

＊ストックホルム国際平和研究所調べ　

＊北朝鮮の数は 40-50

安
倍
・
維
新  

核
共
有
発
言
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「戦争なんてイヤだ！狛江市民実行委員会」 が行なった

「ウクライナに平和を！駅前リレートーク＆市民デモ」。「ロ

シアは撤退を」 「核兵器を使うな。 核廃絶を」 と訴えた

核兵器廃絶こそ核戦争防止への唯一の道
核兵器禁止条約に 86ヶ国が署名、 60 ヶ国批准

核
抑
止
力
論
は
成
り
立
た
な
い

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効


